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「
大
阪
弁
を
考
え
る
」「
食

べ
物
を
科
学
す
る
」「
旅
か
ら

始
め
る
知
の
冒
険
」。
こ
れ
ら

が
授
業
科
目
の
名
称
と
は
、

に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
人
も

い
る
だ
ろ
う
▼
い
ず
れ
も
昨

年
四
月
か
ら
、
主
と
し
て
新

入
生
を
対
象
に
開
講
し
て
い

る
全
学
共
通
科
目
で
あ
る
。

関
西
大
学
の
学
生
と
し
て
、

総
合
的
な
知
性
を
備
え
、
自

立
し
た
個
性
を
育
て
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
。
全
一
七
九

科
目
。
受
講
生
の
評
判
も

上
々
ら
し
い
▼
学
生
時
代
、

同
科
目
の
前
身
で
あ
る
一
般

教
育
科
目
に
苦
し
め
ら
れ
た

経
験
が
あ
る
。
一
年
次
に
取

得
し
た
単
位
は
、
忘
れ
も
し

な
い
、
わ
ず
か
四
単
位
。
味

気
な
い
内
容
に
嫌
気
が
さ
し

て
、
ほ
と
ん
ど
欠
席
し
た
の

が
祟
っ
た
。
あ
の
当
時
、
こ

ん
な
に
気
の
き
い
た
授
業
が

あ
れ
ば
…
。
現
在
の
関
大
生

が
う
ら
や
ま
し
い
▼
ク
ラ
ブ

や
サ
ー
ク
ル
に
入
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
、
今
さ
ら
な
が
ら

後
悔
し
て
い
る
。
息
の
抜
け

る
居
場
所
が
な
く
、
気
が
置

け
な
い
友
人
も
少
な
か
っ
た

た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の

滞
在
時
間
が
短
か
っ
た
。
落

と
し
た
単
位
を
取
る
た
め

に
、
上
位
年
次
に
な
る
ほ
ど

足
繁
く
通
う
羽
目
に
な
っ
た

▼
こ
う
い
う
侘
し
い
学
生
生

活
を
送
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に

は
、
ぜ
ひ
と
も
課
外
活
動
に

参
加
し
て
ほ
し
い
。
か
け
が

え
の
な
い
出
会
い
や
成
長
の

場
が
、
そ
こ
に
は
き
っ
と
あ

る
は
ず
だ
か
ら
。

（
藤
本

清
高
）

�
面
…
大
学
人
事
・
新
役
職
者
紹
介
・
新
任
教
員
紹
介

�
面
…
人
権
問
題
の
冊
子
を
配
付

�
面
…
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
関
大
生
を
実
感
し
よ
う
�

�
面
…
新
入
生
歓
迎
特
別
行
事
を
開
催

４
・
５
面

新
入
生
に
紹
介
し
ま
す
�

関
大
生
○得
情
報

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。
こ
こ
で
は
、
み
な

さ
ん
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
た
め
に
、
在
学
生
お
す
す
め

の
�得
情
報
を
紹
介
す
る
。

８
面
「
考
動
」す
る
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
４
月
。
学
生

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
関
大

生
に
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
し
た
。

３
面

学
部
・
大
学
院
の
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト

こ
の
４
月
に
外
国
語
学
部
、
臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
、
文
学

部
ア
ジ
ア
文
化
専
修
が
開
設
さ
れ
、
工
学
研
究
科
が
理
工
学
研
究

科
に
改
組
・
名
称
変
更
さ
れ
た
。

特
集（
学
生
企
画
）

特
集

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。
や

「桜咲く 千里の山の まなび舎に」と詠われ、また「千
里 鶯ないて 緑、紅に映ず」という漢詩のように、この千
里山キャンパスの桜の木々には、みなさんが１２３年の歴史
と伝統を有する関西大学の一員になられたことを祝する
ように、うすべに色の桜花がたわわに咲き誇っています。
約２９，０００人の学部・大学院生、約２，６００人の教職員、約

３５万人の卒業生、校友を代表して、今日から関西大学の
仲間になった新入生のみなさんを、私は心から歓迎いた
します。
みなさんは、西暦２００９年（平成２１年）４月１日の今

日、関西大学の１１の学部で、それぞれ稔り豊かな学生生
活を送るため、大いなる期待を胸にいだいて、入学して
こられました。
「初心 忘るべからず」と申しますが、みなさんは今
日の初々しい気持ち、初心を忘れることなく、それぞれ
の夢や目標にむかって努力するとともに、充実した大学
生活を送ってくださることを、希望いたします。
新入生のみなさんは、アメリカの金融破綻に端を発し
た「百年に一度」とも称される世界的な経済危機の時期
に、この大学に入ってこられました。そうした大変な時
代に、みなさんは大学で真剣に学び、考え、問題を見つ
け、それを解決し、正しい意見を正々堂々と主張するこ
とができる──確かな知的活動力と創造力を、身につけ
なければなりません。
いま関西大学では、国際化、国際交流に大きな精力を

注ぎ込んでいます。それは、国土が狭く、資源の乏しい
日本は、国際的に通用する学力と人間力を備えた人材と
いう知的資源を養成し、２１世紀のグローバル化時代に生
き残っていく必要があることを痛感しているからです。
そのため、昨年１０月から、教育推進部、研究推進部、社
会連携部のほかに、教育研究の国際化と国際交流を専門
に担当する国際部を立ち上げました。その国際部には専
任の教員が所属し、語学教育、国際理解のプログラムの
開発や、学生諸君の留学について、適正かつ有効なアド
バイスが提供されます。一人でも多くの学生諸君が世界
の舞台で活躍するため、在学中の４年間を生かし、怠り
のない備えをしてくれることを強く望みます。
本年４月、関西大学に第１１番目の学部となる「外国語
学部」を新設したのも、そうした考えによるものです。
外国語学部では、関西大学の教育理念──「国際的精神
の涵養」と「外国語学習の必要」──を実現するため
に、グローバル化が進展する国際社会で幅広く活躍する
人材を養成します。また、昨年４月に創設いたしました
大学院心理学研究科のなかに「心理臨床学専攻（臨床心
理専門職大学院）」を設け、世界で活躍できる臨床心理士
を育成いたします。
ルソーはいっています。「青年時代は知恵をみがくとき
である」と。この４年の間に、みなさんはさまざまな学
びと体験を通じて、世界にはばたく立派な人として旅立
つことができるよう頑張ってほしい、と思います。関西
大学はそのため、できる限りの支援をおこないます。
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四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
発

令
が
あ
っ
た
。

【
役
職
者
】

▼
東
西
学
術
研
究
所

所
長

文
学
部
教
授

松
浦

章

▼
法
学
研
究
所

所
長

法
学
部
教
授

佐
藤
や
よ
ひ

（
再
任
）

▼
外
国
語
学
部

学
部
長

教

授

宇
佐
見
太
市

副
学
部
長

教

授

山
本

英
一

〃

竹
内

理

教
学
主
任

教

授

西
川

和
男

〃

吉
田

信
介

入
試
主
任

教

授

奥
田

隆
一

学
生
主
任

准
教
授

柏
木
貴
久
子

学
部
学
生
相
談
主
事

教

授

加
藤

雅
人

【
昇
任
】

▼
文
学
部

教

授

大
久
保
朝
憲

〃

多
賀

太

〃

友
谷

知
己

〃

中
澤

務

〃

宮
本
要
太
郎

〃

村
上

泰
子

准
教
授

加
戸

陽
子

〃

高
木

千
恵

▼
経
済
学
部

教

授

北
原

聡

〃

中
川

竜
一

准
教
授

榊
原
雄
一
郎

▼
商
学
部

教

授

川
上

智
子

准
教
授

田
村
香
月
子

▼
社
会
学
部

教

授

林

直
保
子

▼
総
合
情
報
学
部

教

授

喜
多

千
草

〃

古
賀

広
志

〃

村
田

忠
彦

▼
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

教

授

梅
川

尚
嗣

〃

梶
川

嘉
延

准
教
授

板
野

智
昭

〃

稲
田

貢

〃

山
本

恭
史

▼
化
学
生
命
工
学
部

准
教
授

岩
木

宏
明

〃

星
山

康
洋

▼
大
学
院

▽
会
計
研
究
科

教

授

富
田

知
嗣

【
移
籍
】（
カ
ッ
コ
内
は
移
籍
前

の
学
部
・
機
構
）

▼
外
国
語
学
部

教

授

内
田

慶
市

（
文
学
部
）

〃

加
藤

雅
人

（
総
合
情
報
学
部
）

〃

石
原

敏
子

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
）

〃

宇
佐
見
太
市（
〃
）

〃

奥
田

隆
一（
〃
）

〃

菊
地

敦
子（
〃
）

〃

菊
地

歌
子（
〃
）

〃

北
村

裕（
〃
）

〃

Ａ
・
Ｓ
・
ギ
ブ
ズ

（
〃
）

〃

熊
谷

明
泰（
〃
）

〃

玄

幸
子（
〃
）

〃

高

明
均（
〃
）

〃

近
藤

昌
夫（
〃
）

〃

靜

哲
人（
〃
）

〃

Ｇ
・
Ｓ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（
〃
）

〃

沈

国
威（
〃
）

〃

杉
谷
眞
佐
子（
〃
）

〃

高
橋

寿
夫（
〃
）

〃

高
橋

秀
彰（
〃
）

〃

竹
内

理（
〃
）

〃

田
尻

悟
郎（
〃
）

〃

西
川

和
男（
〃
）

〃

ア
ラ
ン
・
ハ
ン
ト

（
〃
）

〃

平
田

渡（
〃
）

〃

福
井

七
子（
〃
）

〃

望
月

通
子（
〃
）

〃

八
島

智
子（
〃
）

〃

山
崎

直
樹（
〃
）

〃

山
根

繁（
〃
）

〃

山
本

英
一（
〃
）

〃

�
澤

清
美（
〃
）

〃

吉
田

信
介（
〃
）

〃

和
田

葉
子（
〃
）

准
教
授

奥
村
佳
代
子

（
文
学
部
）

〃

柏
木
貴
久
子

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
）

〃

鼓

宗（
〃
）

〃

名
部
井
敏
代（
〃
）

〃

平
嶋

里
珂（
〃
）

〃

李

春
喜（
〃
）

▼
大
学
院

▽
心
理
学
研
究
科

心
理
臨
床
学
専
攻

教

授

池
見

陽
（
文
学
部
）

〃

中
田

行
重（
〃
）

〃

飯
田

紀
彦

（
社
会
学
部
）

〃

石
田

陽
彦（
〃
）

〃

岡
田

弘
司（
〃
）

〃

寺
嶋

繁
典（
〃
）

准
教
授

北
村

由
美（
〃
）

〃

久
本

博
行（
〃
）

▼
国
際
部

教

授

カ
イ
ト
由
利
子

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
）

宇
佐
見
太
市

松
浦

章

外
国
語
学
部
長

東
西
学
術
研
究
所
長

法
学
研
究
所
長

佐
藤
や
よ
ひ

昭
和
二
十
五
年
二
月
愛
知
県
一
宮
市
生

ま
れ
。
奈
良
教
育
大
学
（
文
科
英
語
専

攻
）
卒
業
後
、
大
阪
教
育
大
学
大
学
院
修

士
課
程
（
英
語
教
育
専
攻
）
を
経
て
、
本

学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
（
英
文
学

専
攻
）
所
定
単
位
取
得
後
退
学
。
近
畿
大

学
に
専
任
講
師
・
助
教
授
と
し
て
十
二
年

間
勤
務
し
た
後
、
平
成
三
年
本
学
文
学
部

英
文
学
科
助
教
授
と
な
り
、
翌
年
教
授
に

昇
任
。
そ
の
後
、
総
合
情
報
学
部
創
設
に

尽
力
し
、
四
年
間
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教

鞭
を
と
る
。
再
び
文
学
部
に
戻
っ
た
後
、

平
成
十
二
年
創
設
の
外
国
語
教
育
研
究
機

構
へ
移
籍
し
、
機
構
長
代
理
を
三
年
、
機

構
長
を
四
年
半
（
三
期
）
務
め
た
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
英
国
小
説
研

究
か
ら
学
問
の
道
に
入
っ
た
が
、
現
在

は
、
言
語
・
文
化
・
教
育
の
諸
相
か
ら
見

た
新
た
な
「
外
国
語
学
」
の
樹
立
を
め
ざ

し
て
い
る
。

中
国
・
台
湾
を
中
心
に
国
内
外
で
研
究

活
動
を
続
け
る
新
所
長
は
、
長
ら
く
東
西

学
術
研
究
所
の
所
員
と
し
て
実
績
を
上
げ

さ
い
り

て
き
た
。
公
明
正
大
を
信
条
に
、
犀
利
な

頭
脳
と
素
早
い
行
動
力
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
東
洋
史
学
者
で
あ
る
。
切
れ
者
で
は
あ

る
が
、
人
情
あ
ふ
れ
る
人
柄
は
、
学
内
の

み
な
ら
ず
、
海
外
で
も
絶
大
な
信
頼
を
得

て
い
る
。

出
版
し
た
著
書
は
二
十
冊
、
学
術
論
文

は
二
百
本
を
超
え
、
質
量
と
も
に
他
を
圧

倒
す
る
。
専
門
の
日
中
貿
易
を
柱
と
す
る

研
究
業
績
に
よ
っ
て
各
種
の
学
会
賞
を
獲

得
し
、
国
際
学
者
と
し
て
の
地
位
を
不
動

の
も
の
に
し
た
。
熱
心
な
学
生
指
導
に
定

評
が
あ
る
と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
会
議
運
営
は
、
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
要
職
に
お
い
て
証
明
さ
れ

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
事
業
推
進
担
当
者
で

関
大
ア
ジ
ア
学
の
牽
引
者
で
あ
る
。

法
学
研
究
所
長
に
再
任
さ
れ
た
佐
藤
や

よ
ひ
法
学
部
教
授
は
、
東
京
大
学
大
学
院

法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
、
博
士
課

程
を
修
了
後
、
甲
南
大
学
を
経
て
、
平
成

十
四
年
本
学
に
着
任
し
た
。

ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
特
別
連
結
理
論
に
関

す
る
研
究
で
知
ら
れ
る
が
、「
代
理
母
」
出

生
子
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
、
親
族
法
関
係

の
渉
外
問
題
に
関
す
る
論
稿
も
多
い
。
国

際
私
法
学
会
・
国
際
法
学
会
理
事
。
国
際
法

学
会
で
は
、
国
際
私
法
分
野
を
代
表
し
て

編
集
委
員
を
何
期
も
務
め
る
な
ど
、
学
会

を
担
う
研
究
者
と
の
評
価
は
も
は
や
揺
る

ぎ
な
い
。

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

研
究
が
文
部
科
学
省
の
戦
略
的
研
究
基
盤

形
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、勢
い

に
乗
る
法
学
研
究
所
の
舵
取
り
役
と
し

て
、
ま
さ
に
適
任
で
あ
り
、そ
の
手
腕
に
大

い
に
期
待
し
た
い
。

法

学

部

准
教
授

河
村

厚

�
大
阪
大
学
大

学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課

程
所
定
単
位
修
得
後
退
学
�
社

会
哲
学
、
倫
理
学
、
政
治
心
理

学
�
政
治
心
理
学
等

文

学

部

准
教
授

志
岐

幸
子

�
早
稲
田
大
学

大
学
院
人
間
科

学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
�
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
、
感
性
学
�
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
、健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学
等

助

教

門
林

岳
史

�
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課

程
修
了
�
表
象
文
化
論
・
メ
デ
ィ

ア
論
�
映
像
文
化
論
特
殊
講

義
、
映
像
文
化
史
等

助

教

小
室

弘
毅

�
東
京
大
学
大

学
院
教
育
学
研

究
科
博
士
課
程

所
定
単
位
取
得
後
退
学
�
教
育

学
�
東
西
身
体
技
法
実
践
研
究
、

身
体
運
動
文
化
論
課
題
研
究
等

助

教

窄
山

太

�
関
西
学
院
大

学
大
学
院
社
会

学
研
究
科
博
士

課
程
前
期
課
程
修
了
�
子
ど
も

家
庭
福
祉
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
�
人
間
福
祉
論
等

助

教

灘

英
世

�
大
阪
教
育
大

学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
�
安
全
教
育
�
体
育

科
教
育
法
、人
間
支
援
実
習
等

経
済
学
部

准
教
授

佐
藤

雅
代

�
大
阪
大
学
大

学
院
国
際
公
共

政
策
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課
程
修
了
�
社
会

保
障
論
�
社
会
保
障
論
等

商

学

部

教
授

カ
ー
テ
ィ
ス
・
ハ
ー
ト
・
ケ
リ
ー

�
ノ
ヴ
ァ
サ
ウ

ス
イ
ー
ス
タ
ン

大
学
大
学
院
教

育
学
修
了
�
生
涯
教
育
�
中
級

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
入
門
等

准
教
授

小
野

善
生

�
神
戸
大
学
大

学
院
経
営
学
研

究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
修
了
�
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
論
�
組
織
行
動
論
等

准
教
授

岡
本
真
由
美

�
京
都
大
学
人

間
環
境
学
研
究

科
博
士
課
程
単

位
取
得
後
退
学
�
英
語
教
育
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
�
中
級
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
等

助

教

中
原

孝
信

�
大
阪
府
立
大

学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
修
了
�
デ
ー
タ
マ
イ

ニ
ン
グ
�
デ
ー
タ
分
析
論
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
等

助

教

西
岡

健
一

�
エ
ジ
ン
バ
ラ

大
学
大
学
院
博

士
課
程
修
了
�

サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

技
術
経
営
論
�
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
入
門
等

社
会
学
部

教

授

森
下

伸
也

�
大
阪
大
学
大

学
院
人
間
科
学

研
究
科
博
士
課

程
所
定
単
位
修
得
後
退
学
�
社

会
学
、
ユ
ー
モ
ア
論
�
社
会
学

特
殊
講
義
、
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア

の
科
学
等准

教
授

富
田

拓
郎

�
早
稲
田
大
学

大
学
院
人
間
科

学
研
究
科
健
康

科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
所
定

単
位
修
得
後
退
学
�
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
心
理
学
�
心
理
学
基
礎

研
究
・
基
礎
演
習
、
人
格
心
理

学
等

助

教

酒
井

千
絵

�
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課

程
満
期
退
学
�
社
会
学
�
社
会

学
特
殊
講
義
等

助

教

森
田
亜
矢
子

�
大
阪
大
学
大

学
院
人
間
科
学

研
究
科
博
士
課

程
後
期
課
程
所
定
単
位
修
得
後

退
学
�
心
理
学
�
大
阪
発
・
笑

い
の
科
学
、
笑
い
の
総
合
科
学

等

外
国
語
学
部

准
教
授

池
田
真
生
子

�
関
西
大
学
外

国
語
教
育
学
研

究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
修
了
�
英
語
教
育
学

（
学
習
支
援
、
教
材
開
発
）
�

外
国
語
教
育
教
材
論（
英
語
）等

総
合
情
報
学
部

教

授

伊
藤

光
利

�
京
都
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
修
了
�
政
治

学
�
公
共
政
策
論
等

助

教

井
浦

崇

�
京
都
市
立
芸

術
大
学
大
学
院

美
術
研
究
科
修

了
�
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
�
Ｃ
Ｇ

実
習
等シ

ス
テ
ム
理
工
学
部

教

授

村
林

直
樹

�
早
稲
田
大
学

大
学
院
理
工
学

研
究
科
数
学
専

攻
博
士
課
程
後
期
課
程
所
定
単

位
修
得
後
退
学
�
数
学
（
整
数

論
）
�
代
数
学
２
、
数
学
を
学

ぶ
（
微
分
積
分
１
・
２
、
線
形

代
数
１
・
２
）
等

准
教
授

伊
藤

誠

�
大
阪
市
立
大

学
大
学
院
理
学

研
究
科
後
期
博

士
課
程
修
了
�
原
子
核
理
論（
ま

た
は
核
理
論
）
�
電
磁
気
学

１
、
物
理
学
実
験
等

准
教
授

上
村

稔
大

�
大
阪
大
学
大

学
院
基
礎
工
学

研
究
科
博
士
課

程
後
期
課
程
修
了
�
確
率
論
、

確
率
解
析
学
�
微
分
積
分
学
１

・
２
、
解
析
学
�
等

環
境
都
市
工
学
部

教

授

河
田

惠
昭

�
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
博
士
課
程
修

了
�
巨
大
災
害
、
防
災
・
減
災

学
�
地
球
防
災
工
学

教

授

末
包

伸
吾

�
神
戸
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
修
士
課
程
修

了
�
建
築
計
画
・
設
計
�
建
築

計
画
�
等教

授

盛
岡

通

�
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
博
士
課
程
修

了
�
環
境
工
学
�
環
境
学
、
環

境
計
画
学
等

准
教
授

滝
沢

泰
久

�
京
都
工
芸
繊

維
大
学
工
芸
学

部
機
械
工
学
科

卒
業
�
情
報
通
信
�
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
工
学
、
分
散
情
報
シ

ス
テ
ム
等助

教

中
川

清
晴

�
関
西
大
学
大

学
院
工
学
研
究

科
博
士
課
程
後

期
課
程
修
了
�
炭
素
合
成
化
学

�
物
理
化
学
演
習
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
工
学
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

化
学
生
命
工
学
部

助

教

内
山

弘
章

�
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
後
期

博
士
課
程
修
了
�
セ
ラ
ミ
ッ
ク

材
料
学
�
マ
テ
リ
ア
ル
科
学
演

習
等

助

教

梅
田

塁

�
大
阪
大
学
大

学
院
基
礎
工
学

研
究
科
博
士
課

程
後
期
課
程
修
了
�
有
機
合
成

化
学
、
構
造
有
機
化
学
�
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
基

礎
化
学
実
験
等

法
科
大
学
院

教

授

芝
池

義
一

�
京
都
大
学
大

学
院
法
学
研
究

科
公
法
専
攻
博

士
課
程
所
定
単
位
修
得
後
退
学

�
行
政
法
�
行
政
法
演
習
、
行

政
法
概
論
等

教
育
推
進
部

教

授

三
浦

真
琴

�
名
古
屋
大
学

大
学
院
教
育
学

研
究
科
博
士
課

程
後
期
課
程
所
定
単
位
修
得

後
退
学
�
教
育
社
会
学
�
ス

タ
デ
ィ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

等

助

教

須
長

一
幸

�
北
海
道
大
学

大
学
院
文
学
研

究
科
哲
学
専
攻

博
士
課
程
後
期
課
程
所
定
単
位

修
得
後
退
学
�
哲
学
・
大
学
教

育
学
�
哲
学
を
学
ぶ
等

国

際

部

准
教
授

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・

ベ
ネ
ッ
ト

�
京
都
大
学
大

学
院
人
間
環
境

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
修
了
�
社
会
学
、
比

較
文
化
、
日
本
文
化
�
日
本
学

特
別
講
座
�
（
日
本
の
武
道
―

剣
道
入
門
）、
異
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
等

准
教
授

池
田

佳
子

�
ハ
ワ
イ
大
学

マ
ノ
ア
校
大
学

院
東
ア
ジ
ア
言

語
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
�
日
本
語
教
育
、
社
会
言

語
学
、
語
用
論
�
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
（
現
代
日

本
を
学
ぶ
）
等

准
教
授

澤
山

利
広

�
大
阪
大
学
大

学
院
国
際
公
共

政
策
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課
程
修
了
�
国
際

教
育
、
異
文
化
理
解
�
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
に
学
ぶ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
等

�
最
終
学
歴

�
専
門

�
担
当
授
業
科
目

か
ん

い

敢
為
の
精
神
で
外
国
語
学
部
を
牽
引
す
る

新新
任任
教教
員員
紹紹
介介

ア
ジ
ア
学
を
牽
引
す
る
国
際
学
者

国
際
法
学
会
な

ど

学
会
を
担
う
研
究
者

大

学

人

事

（２）平成２１年（２００９年）４月１日第 ３６１ 号
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政
策
創
造
学
部

損
保
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
で

外
国
語
学
部

外
国
語
学
部
の
「
英
語
教
育
専

修
」
は
中
学
・
高
校
等
の
英
語
教

員
の
養
成
を
、「
中
国
言
語
文
化
専

修
」
は
中
国
語
・
英
語
の
教
員
養

成
と
高
度
な
中
国
語
運
用
能
力
を

自
在
に
駆
使
し
て
国
際
社
会
で
活

躍
で
き
る
有
為
な
人
材
の
育
成

を
、
そ
し
て
「
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
専
修
」
は
卓
越
し
た

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

と
国
際
交
渉
能
力
を
活
か
し
て
国

際
舞
台
で
活
躍
し
う
る
人
材
の
養

成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
専
攻
言

語
は
英
語
と
中
国
語
に
特
化
す
る

が
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
言
語
と
し
て
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
朝
鮮
語
を
開

講
す
る
。
本
学
部
は
、
全
学
共
通

外
国
語
教
育
の
職
掌
を
担
い
つ

つ
、「
外
国
語
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
」
を
育
成
す
る
。

臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院

（
心
理
学
研
究
科
心
理
臨
床
学

専
攻

専
門
職
学
位
課
程
）

臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
で

は
、
臨
床
心
理
専
門
職
業
人
と
し

て
の
知
識
と
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
習
得
す
る
た
め
に
、「
心
理
ア
セ

ス
メ
ン
ト
、心
理
療
法
お
よ
び
地
域

援
助
に
関
す
る
科
学
性
を
重
視
し

た
技
能
と
、
実
践
か
ら
得
ら
れ
る

熟
練
し
た
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
、サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
学
理
と
実
践
の
両

面
か
ら
専
門
教
育
を
行
う
こ
と
」

を
教
育
の
理
念
と
し
て
い
る
。
ま

た
、「
教
育
・
学
校
領
域
に
強
い
心

の
専
門
家
」「
医
療
・
福
祉
領
域
に

強
い
心
の
専
門
家
」「
産
業
・
キ
ャ

リ
ア
領
域
に
強
い
心
の
専
門
家
」の

三
つ
の
人
材
像
の
育
成
を
目
的
に

し
た
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
、将
来
の

進
路
目
標
に
応
じ
て
専
門
技
能
を

磨
く
。

一
年
次
で
は
、
臨
床
心
理
の
基

礎
を
学
び
、
二
年
次
か
ら
将
来
の

進
路
目
標
に
応
じ
た
コ
ー
ス
を
選

択
し
、
各
領
域
で
求
め
ら
れ
る
専

門
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
。

文
学
部

ア
ジ
ア
文
化
専
修
を
新
設

文
学
部
に
新
設
し
た
ア
ジ
ア
文

化
専
修
で
は
、
多
様
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
通
じ
て
、
近
年
著
し
い
発

展
を
遂
げ
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
地
域

の
文
化
を
学
び
、
理
解
す
る
こ
と

を
め
ざ
す
。
伝
統
的
な
文
化
の
み

な
ら
ず
、
現
代
の
ア
ジ
ア
の
状
況

も
実
践
的
に
体
験
・
学
習
す
る
。

工
学
研
究
科
か
ら

理
工
学
研
究
科
に

改
組
・
名
称
変
更

平
成
十
九
年
度
に
工
学
部
を
理

工
系
三
学
部
九
学
科
に
改
組
し
た
。

工
学
研
究
科
も
こ
れ
に
対
応
し
、

三
専
攻
九
分
野
に
改
組
し
、
名
称

を
理
工
学
研
究
科
に
変
更
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
部
と
大
学
院
の

教
育
・
研
究
体
制
の
一
層
の
連
携

強
化
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
一
部
の

学
科
・
分
野
に
お
い
て
は
学
部
三

年
半
、
大
学
院
一
年
半
の
あ
わ
せ

て
五
年
間
の
早
期
卒
業
・
早
期
修

了
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。

ひ
と
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
っ
て
何
だ

ろ
う
？

毎
日
の
生
活
の
中

で
、
何
気
な
い
ふ
る
ま
い
や
言

葉
を
通
じ
て
、
誰
か
を
傷
つ
け

た
り
、
見
下
し
た
り
し
て
い
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
自
分
で
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

な
ん
だ
か
と
て
も
つ
ら
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
権
問
題
と
い
う
と
、
小
難

し
く
て
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど

も
こ
の
冊
子
『
と
て
も
大
切
な

こ
と
に
関
す
る
２４
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
は
、
誰
も
が
直
面
し
そ
う

な
問
題
を
「
人
権
」
と
い
う
糸

口
か
ら
と
ら
え
な
お
す
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。
巻
頭
企
画
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
本
学
卒

業
生
の
「
山
ち
ゃ
ん
」
こ
と
山

里
亮
太
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
の
お

笑
い
コ
ン
ビ
、
南
海
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
ズ
を
迎
え
て
、
人
を
傷
つ

け
な
い
「
優
し
い
笑
い
」
に
つ

い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ほ
か
に
も
本
学
の
先
生
書
き

下
ろ
し
の
コ
ラ
ム
で
は
、
カ
ッ

プ
ル
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
問
題

に
な
る
「
デ
ー
ト
レ
イ
プ
」

や
、
前
回
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で

注
目
を
集
め
た
ジ
ダ
ン
選
手
の

頭
突
き
事
件
に
ひ
そ
む
人
種
差

別
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
読
み
物
と
し
て
興
味
深

い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。こ

れ
か
ら
の
大
学

生
活
、
私
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
う
え
で
、
こ

こ
に
は
有
意
義
な
ヒ

ン
ト
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
は
ず
だ
。

ぜ
ひ
と
も
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
。

（
人
権
問
題
委
員
会

委
員
長室

山

勝
彦
）

平成２１年２月現在

財
務
課

菅
原

良
将

〃

�
田

冴
子

研
究
支
援
課

中
谷

彩
夏

〃

花
立

志
保

学
長
室
（
社
会
連
携
担
当
）

北

憲
祐

〃

〃

木
下

悠
介

〃

〃

西
村

直
美

〃

（
国
際
担
当
）

黒
川
あ
か
ね

学
事
局
（
教
育
推
進
担
当
）

池
田

彩
香

〃

〃

大
塚

未
貴

〃

〃

河
上

典
江

〃

〃

川
瀬

友
太

〃

〃

酒
井

祐
子

〃

〃

佐
藤

喜
大

〃

〃

四
宮

啓
雄

〃

〃

田
中
久
美
子

〃

〃

中
西

正
樹

〃

〃

前
原

愛

学
事
局
（
教
育
推
進
担
当
）

御
�

基

〃

〃

宮
田

将

〃

〃

山
村

和
稔

〃

〃

山
本

哲
央

〃

〃

吉
末

和
也

入
試
事
務
局

小
幡

紗
希

〃

法
橋

珠
樹

〃

和
田

聖

学
生
生
活
課

鳥
居

貴
久

〃

山
口

靖
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室土

屋

憲
一

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
事
務
室

菱
本

晴
美

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
局

浅
井

健
志

〃

植
田

昌
孝

〃

田
中

良
枝

〃

福
島
孝
太
郎

シ
ス
テ
ム
管
理
課

村
田

直
也

シ
ス
テ
ム
開
発
課

久
住

友
人

〃

森
田

弘
一

社
会
学
部
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ

（
�
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
）
の
協

力
を
得
て
、
寄
附
講
座
を
開
講
す

る
。
音
楽
Ｃ
Ｄ
の
売
上
は
一
九
九
八

年
を
頂
点
に
減
少
し
て
お
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
成
立
し
に
く
い
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
音
楽
に
関

係
す
る
仕
事
に
就
く
に
せ
よ
、
音
楽

愛
好
家
と
し
て
生
活
し
て
い
く
に
せ

よ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
著
作
権
の

問
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。春

学
期
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

音
楽
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
る

の
か
、
フ
ァ
ン
キ
ー
末
吉
さ
ん
な
ど

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
レ
コ
ー
ド
会

社
、
音
楽
出
版
社
、
芸
能
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
な
ど
の
役

割
を
と
お
し
て
考
察
す
る
。
ま
た
、

秋
学
期
に
は
、
音
楽
家
お
よ
び
音
楽

文
化
を
社
会
が
ど
の
よ
う
に
支
え
て

い
く
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
音
楽

表
現
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と

著
作
権
の
関
係
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
携
帯
電
話
な
ど
、
新
し
い
音
楽

の
メ
デ
ィ
ア
と
著
作
権
の
関
係
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

本
講
義
は
、
春
・
秋
学
期
・
毎
週

金
曜
日
の
第
五
時
限
に
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
第
三
学
舎
で
開
講
す
る
。

政
策
創
造
学
部
で
は
、
損
保
ジ
ャ

パ
ン
の
協
力
を
得
て
寄
附
講
座
を
開

講
す
る
。「
企
業
は
公
器
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
企
業
は
本
業
や
そ
の
周

辺
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
、

社
会
的
価
値
を
創
造
し
て
い
る
。
例

え
ば
「
安
全
・
安
心
な
社
会
へ
の
取

り
組
み
」「
環
境
へ
の
配
慮
」「
女
性

・
高
齢
者
・
障
害
者
の
活
用
」「
教

育
」「
国
際
社
会
へ
の
貢
献
」
等
、
そ

の
分
野
も
多
岐
に
渡
る
。

授
業
で
は
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
の
事

例
を
通
じ
て
損
害
保
険
業
界
と
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）、
そ
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
企
業
像

を
学
ぶ
。
本
講
義
は
、
春
学
期
・
毎

週
水
曜
日
の
第
四
時
限
に
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
第
一
学
舎
で
開
講
す
る
。

氏 名 所属または本務校
秋草 直之 富士通株式会社 取締役相談役

アンソニー・ディ
・ベネディート テンプル大学

イカプトラ ガジャマダ大学 講師
市村 元 株式会社テレビュー福島 常務取締役

伊藤進一郎 株式会社プロティビティジャパン 最高顧問
元住友電気工業株式会社 副社長

入江 昭 ハーバード大学 名誉教授
上野 道善 東大寺第２１９世別当
老川 祥一 読売新聞東京本社 代表取締役社長

大武健一郎 大塚ホールディングス株式会社
代表取締役副会長

太田 房江 前大阪府知事

大塚 義孝 財団法人日本臨床心理士資格認定協会
専務理事

大坪 文雄 パナソニック株式会社 代表取締役社長
オギュスタン・ベ
ルク フランス国立社会科学高等研究院 教授

奥 正之 三井住友銀行 頭取
小野 元之 日本学術振興会 理事長
梶谷 健二 大阪府臨床心理士会 会長
梶本 徳彦 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 会長
金田一秀穂 杏林大学 教授
倉田 薫 池田市長

合田 哲雄 文部科学省 大臣官房政策課 企画官
大臣官房会計課 副長

後藤 健生 サッカージャーナリスト
崔 洋一 宝塚造形芸術大学 教授 （映画監督）
佐藤 忠信 神戸学院大学 教授
佐藤 正敏 株式会社損害保険ジャパン 取締役社長

角 和夫 阪急阪神ホールディングス株式会社
代表取締役社長

関 要 財団法人日本証券経済研究所 顧問
園木 宏 あずさ監査法人
竹中 平蔵 慶應義塾大学 教授
田中 法昌 警察政策研究センター所長
谷 雅徳
�越前屋俵太� 福井仁愛大学 非常勤講師

田村能里子 壁画家

氏 名 所属または本務校
辻原 登 作家
辻本 一義 辻本法律特許事務所 会長
鶴田知佳子 東京外国語大学 教授
中井 吉英 関西医科大学 教授
永久 寿夫 株式会社ＰＨＰ総合研究所 常務取締役
中村 桂子 ＪＴ生命誌研究館 館長
西川 一誠 福井県知事
西川 健 国土交通省国土交通政策研究所長
西川 善文 日本郵政株式会社 取締役兼代表執行役社長
西村 嘉郎 朝日放送株式会社 取締役相談役
西 陽子 筝曲家
野田 順弘 株式会社オービック 代表取締役会長兼社長
長谷川閑史 武田薬品工業株式会社 代表取締役社長
八田 進二 青山学院大学 教授
早瀬 昇 社会福祉法人大阪ボランティア協会 常務理事
樋口 忠彦 広島工業大学 教授
平松 一夫 関西学院大学 教授
福島 邦彦 ��
藤沼 亜起 中央大学大学院 特任教授

フランシス・フク
ヤマ ジョンズ・ホプキンス大学 教授

マーク・パリー ミズーリ大学 教授

松田 成 大阪高等検察庁 検事
神戸大学法科大学院 教授

松本由理子 ちひろ美術館・東京 副館長
水谷 修 水谷青少年研究所
宮口 定雄 宮口定雄税理士事務所 所長

村田 裕之

財団法人社会開発研究センター 理事長
村田アソシエイツ株式会社 代表取締役
東北大学 特任教授
株式会社アンクラージュ 取締役

村山 正治 九州大学 名誉教授
九州産業大学大学院 教授

矢田 立郎 神戸市長
山田 洋次 映画監督
山本 雅弘 株式会社毎日放送 代表取締役会長

ラモス瑠偉 株式会社日本テレビフットボールクラブ
常務取締役・エグゼクティブディレクター

ロッド・エリス オークランド大学 教授

◆

寄
附
講
座
を
開
講
◆

学学
部部
・・
大大
学学
院院

社

会

学

部

新
体
制
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ（
�
日
本
音
楽

著
作
権
協
会
）の
協
力
を
得
て

新

任

職

員

人
権
問
題
の
冊
子
を
配
付

ととととととととととととととててててててててててててててもももももももももももももも大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切ななななななななななななななここここここここここここここととととととととととととととにににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるる
２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４ののののののののののののののメメメメメメメメメメメメメメッッッッッッッッッッッッッッセセセセセセセセセセセセセセーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジ

本学では、学術研究および教育水準の向上を図
るため、次の６３人を平成２１年度客員教授として委
嘱した。

平成２１年度 客員教授

平成２１年（２００９年）４月１日第 ３６１ 号（３）



［インフォメーションシステム］�

堀江　智子 さん��
　大学生活を送るうえで、自分で情報の管理・確認を行うことは非常に重要です。高校ま
でとは違い大学では、自分に必要な情報は自分でチェックしなければなりません。誰かが
教えてくれるということはないのです。インフォメーションシステムは、教務連絡（履修届
手続きなど）、日々の講義連絡（平常テストや教室変更など）、学生生活支援情報、就職支援
情報、試験情報など、私たちにとって必要不可欠なことを知らせ教えてくれる「情報のポー
タルサイト」です。�
　インフォメーションシステムを介して、講義で課されたレポートを提出することもよくあ
ります。講義関連はもちろん、落とし物の連絡や特別講演会への参加応募、課外活動情報
の入手…。このシステムをうまく活用することによって、あなたのキャンパスライフは実り
のあるものになることでしょう。ケータイからでも確認できますし、先生や大学からの個
人宛てメッセージを登録した任意のアドレスに転送することも可能です。�
　インフォメーションシステムを常時チェックすることこそ、大学生活の必須事項です！　

（商学部2年次生）�問い合わせ：ITセンター�

［メディアライブラリー］�

中野　誉久 さん�
　メディアライブラリーにはさまざまな資料・教材があります。例えば、英検・TOEIC・
TOEFL 対策の教材や海外のドラマや映画などです。英検やTOEIC の教材を実際に買うと、
けっこうな出費になりますが、ライブラリーでそれらの教材を借りればお金をかけず勉強
できます。室外に貸し出し不可な資料（映画のDVDなど）は、その場で直接見ることができ
るので、授業の空き時間や気分転換したい時などに気軽に活用するのもいいと思います。�
　また、活用法は人それぞれだと思いますが、うまく活用すれば資格も取れるし、海外の映
画・ドラマをおもいっきり楽しむこともできます。�
　だまされたと思って一度訪れてみてはいかかでしょうか。　　　　　　（社会学部3年次生）�

メディアライブラリーは、第1学舎3号館（4階）と第2学舎1号館（4階）の2カ所にあります。�
本数は少ないですが、高槻図書室にも置いています。�
問い合わせ：授業支援ステーション［第1学舎］�

［東京センター］�

密城　加好 さん�
　「都会のオアシスとはこのことか…」慣れない東京で緊張の就活、東京センターでは本当
に心を癒されます。�
　東京駅に直結するビルの一室、こちらが驚くような大きな挨拶と温かいお茶で職員が迎
えてくれます。ここでは、パソコンや100円を入れても戻ってくるロッカー（笑）、飲食・更衣
スペースが利用可能です。そして、行った人だけが知る秘密の食事！「お湯を入れたら数分」
のアレをいただけるのです。卒業生の差し入れ※だそうで、“関大”でつながる心遣いに、心
と財布が癒されます。また、訪問した学生が書き残すノートを読んで、数々の先輩の足跡に
元気ももらえます。�
　便利なだけじゃない東京センター。ここを知らずに関大を卒業するのはもったいないで
しょう！　※卒業生からのご好意によりいただいているため、通常のサービスではありません。�

（経済学部4年次生）�

東京センターはＪＲ東京駅に直結の場所にあって、首都圏での就職活動をバックアップします。学割証や成績証明書など
の各種証明書の発行を受けたり、インターネット端末を自由に利用して最新情報を収集したりと、就職活動の拠点として
非常に利用しやすいオフィスです。�
そのほか、卒業生の校友活動のサロンとして、また受験生への情報提供の場としても利用されています。�
問い合わせ：東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー9階（ＪＲ東京駅日本橋口［東海道・山陽］すぐ） 1（03）3211-1670（代）�

［SUN MADE（凜風館3階）］�

松原　志帆 さん�
　凜風館の3階には「SUN MADE」というパン屋さんがあります。おいしい焼きたてパン
や種類豊富なドリンク、かわいらしいアイシングクッキーまで売っていて、ほっと一息つく
のに最適です。今回はこのパン屋さんのお得情報を紹介します。なんと、夕方5時30分の
閉店が近づくと、パンがとっても安くなるんです！�
　私の所属するアカペラサークルが凜風館の裏で活動しているので、みんなこの時間が
近づくとパンの様子をふらりと見に行きます（笑）。小腹がすいたときに気軽に買えるパン
は、いろいろと出費の多い大学生にはありがたいです。サークル員もみんな「SUN MADE」
が大好きです。みなさんもぜひ一度食べてみてくださいね。　　　　　　（社会学部2年次生）�

［外国語会話交流会］�

宮本　将光 さん��
　国際部で毎週行われる、外国人留学生による外国語会話交流会はかなりお勧めです。言
語の種類はその時の留学生によって違いますが、中国語、英語、オランダ語、フランス語、
タイ語、アラビア語、ドイツ語と種類はさまざま。�
　毎週行われていますので、自分の興味ある言語は要チェックです。交流会の内容も普段
学校で行われる授業とは違い、私の参加した交流会では最近の洋楽のヒット曲を教材にし
たり、日本と留学生の母国の文化の違いについてディベートしたりしました。留学生が各自
で交流会の内容を考えているので楽しくわかりやすく外国語を学べますし、しかも友達感
覚でしゃべれるから語学を勉強したい人はぜひ参加すべきです。雰囲気がいいので、間違っ
ても全然大丈夫。どんどんしゃべって生の外国語を身につけることができます。�
　この授業をきっかけに留学生と友達になればさらに世界が広がるかもしれません。毎週
行われているのでできるだけ最初の授業から参加すると、留学生や参加者と仲良くなりや
すいですよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（政策創造学部3年次生）�

外国人留学生と日本人学生との交流や、日本人学生の外国語会話力の向上を目的として、春・秋学期に約2カ月間、週1
回（約90分）行われています。講師は、外国人留学生によるボランティアです。�
昨年度の秋学期実績では、アラビア語、英語、オランダ語、タイ語、中国語、朝鮮語、ドイツ語、フランス語の8言語の講座（定
員各10人）が開かれました。�
問い合わせ：国際部�

［関西大学アイスアリーナ（高槻キャンパス）］�

小川　愛奈 さん��

　アイスアリーナでは、さまざまなイベントが行われます。高槻市民に向けたイベントが
行われた日、司会として参加していた私たち放送研究会のメンバーも、アイススケートを
体験させていただくことになりました。�
　ところが私にとってはこの時が初めてのアイススケート。ドキドキしながら氷の上へ。�
　「この上でくるくる回るなんて、信じられない」とフィギュアスケート選手のすごさを感
じつつ、ひたすら手すりに沿って歩くこと約1時間。最後には、スケートリンクを横断でき
るようになり、寒さも怖さも忘れて楽しみました。�
　アイスアリーナは“身体は寒いけど、心は熱くなる場所”です。みなさんもその“熱さ”を
体感してみませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部4年次生）�

アイスアリーナは、創立120周年記念事業の一環として、平成18年に建設されました。リンクは縦60m×横30m、アイ
スホッケーの国際競技規格を満たしており、フィギュアスケートやスピードスケート・ショートトラックの公式試合の開
催も可能です。�
月1回程度、学生・教職員にも「滑走デー」が設けられています。利用料は、滑走料金、レンタルシューズ代とも500円。�
問い合わせ：アイスアリーナ管理棟事務室�

［室内温水プール（千里山キャンパス）］�

瀧野　朝菜 さん�
　100周年記念会館にある室内温水プールを、私は関大一高の水泳部の時から使用して
いました。とてもきれいで、大学プールで泳げる日はすごく楽しみで「大プー」と呼んで親
しんでいました。�
　現在私は、水泳サークル「SEAHORSE」のメンバーとして、またこの「大プー」を利用し
ています。サークルは週に3回活動していて、高校の時から顔見知りとなった受付の人に
いつも声をかけてもらうと、今日も頑張って練習しようという気持ちが湧いてきます。料
金は210円と安く、関大生であれば誰でも利用できます。留学生や先生なども多く利用さ
れるため、意外な出会いや交流を深めることができる場所となっています。あなたも、ちょっ
とした空き時間に泳いでリフレッシュしてみてはどうですか。　　　　　（文学部3年次生）�

室内温水プールは、正課体育と水上競技部を中心に利用されていますが、一部、学生への利用の時間も設けています（不
定期）。利用料210円。�
問い合わせ：プール内事務室�

みつ　き�

［デジタルライブラリ VODシステム（ITセンターウェブサイト内）］�

堀内　亜希 さん�
　大学では、あるテーマについて調べたことや自分の考えをまとめて、プレゼンテーショ
ン（発表）する機会が多くあります。そして多くの場合、PowerPoint（プレゼンテーションソ
フト）を使用して、資料やスライドを作ることになると思います。PowerPoint の使い方が
分からない、見やすい資料やスライドの作り方を知りたい…。そんな時には、ITセンターデ
ジタルライブラリ（Video on Demandシステム）を見てください。�
　デジタルライブラリでは、PowerPoint2007 を使用したプレゼンテーション資料の作成
方法を動画で学ぶことができます。実際にPowerPoint を操作しながら、動画を止めたり、
何度も繰り返して見たりして、自分のペースで学習することができます。デジタルライブラ
リで学習したことを活かして、効果的で説得力あるプレゼンテーションをめざしましょう！�

（大学院心理学研究科Ｍ2）�

※ICカード（学生証）認証について�
   ・ITセンター・サテライトステーションでは、ログイン時に利用者IDを�
　  学生証から読み取るため、学生証が必要です。�

※VODシステムについて�
   ・PowerPoint2007 の基本的な使用方法を動画で学習できます。�
   ・学外からもアクセスできるので、自宅での自習等に活用してください。�
   ・ITセンターで利用する場合、イヤホンは各自用意してください。�

※インターネット利用について�
   ・インターネット（WWW・電子メール等）の利用には、�
　  電子メール・学外Web利用申請が必要です。�

問い合わせ：ITセンター�

○R

［データベースポータル（図書館ウェブサイト内）］�

今西　加奈 さん�
　大学生になるとレポートや論文を書く機会が多く、それらの作成には参考文献が必要で
す。参考文献の中でも特に雑誌論文（雑誌記事）・新聞記事には最新の研究や情報が掲載さ
れています。図書館ウェブサイトの「データベースポータル」は、関西大学で使用可能なデー
タベースを資料のタイプ別・分野別に分類していて、使いたいデータベースにすぐアクセ
スすることができ、膨大な情報の中から欲しい情報を探すのに便利です。�
　雑誌論文の検索には「MAGAZINEPLUS」や「CiNii」が便利です。探しているテーマや雑
誌名から論文を検索でき、知りたい情報をすぐに入手できます。新聞記事は、日経新聞の「日
経テレコン21」などのように新聞社ごとにデータベースがあり、記事の内容や記事が掲載
された日付からも検索できます。これらの他にもデータベースはたくさんありますので、
ぜひ使ってみてください。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大学院文学研究科Ｄ3）�

問い合わせ：総合図書館レファレンスカウンターまたは高槻図書室�

［中央体育館トレーニングルーム（千里山キャンパス）］�

早川　真未 さん�
　身体を動かしたい、鍛えたい、痩せたい……そんな方にお勧
めなのが、中央体育館にあるトレーニングルームです。ここは、
関大生であれば誰でも無料で使えます。利用に際しては事前に
スポーツトレーナーによる講習が必要となりますが、その後は
自由に使えます。また、自分の鍛えたい部分ややせたい部分、筋
肉のことなどをトレーナーに質問すれば、指導も受けられます。�
　本格的に身体を鍛えたい人はもちろんのこと、軽く汗を流し
たい人にも、有酸素運動に効果的なエアロバイクやレッグプレ
ス、ベンチプレスなどのさまざまな器具を自分のペースで利用
できます。心も身体も鍛えて、健康的に楽しく関大ライフを一緒
に送りましょう。　　　　　　　　　　　　　（社会学部2年次生）�

問い合わせ：スポーツ振興課�

［学校インターンシップ］�

神田　笹名 さん��
　早い時期から実際に教育現場に立ち、教育について身をもって学ぶことができる学校
インターンシップ。その最大の魅力は、教員志望の人もそうでない人も人間的に大きく成
長できること、また、大学生活をより濃いものにしてくれるところにあります。児童・生徒や
先生との新たな出会いやさまざまな経験を通して、自分に足りないものは何なのかを発
見でき、また自分の持っている良い部分を伸ばすことができます。自分が動けば動くだけ、
吸収するものは多くなります。�
　関西大学では1年次生から、自分のスケジュールに合わせてこの学校インターンシップ
への参加が可能です。大学の講義とはまた違う活動を通して、在学中に自分の可能性を広
げ、豊かな人間になってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部2年次生）�

インターンシップはアルバイトではない「働き」を経験し、社会人と触れ合い、ものの考え方を学ぶことによって、職業観
を養うことが目的です。�
今回、体験報告のあった「学校インターンシップ」のほかに、キャリアセンターが主催する「夏季インターンシップ」（夏休
みに国内企業・団体で実習を行う）、「国際インターンシップ」（海外の企業・団体で実習を行う）など5種類のインターン
シッププログラムがあります。�
問い合わせ：キャリアセンター事務室、高大連携センター（学校インターンシップのみ）�

［エクステンション・リードセンター］�

長沼　真理子 さん��
　エクステンション・リードセンターでは各種資格試験・国家試験対策を目的とした講座
が多数開講されています。法学部生の私は、自分の将来の可能性を広げるため法科大学院
入試対策講座を受講しています。�
　この講座は、内容が充実していることはもちろん、原則として学部の5時限目の講義が
終了してから始まることや、学内で受講できるという点で非常に利用しやすいという特徴
があります。また、欠席した場合は空き時間などにフォロービデオを見て、次回の講座に備
えることができるのも魅力の一つです。さらに、他の専門学校と比較して受講料が低価格
であるため、金銭面の負担で悩むことなく講座を受講できるので安心です。�

（法学部2年次生）�
問い合わせ：エクステンション・リードセンター事務室�

○R

○R

○R

○R

○R

○R○R
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新刊の新刊の�新刊の�

恒
例
の
「
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
四
月
十
三
日
（
月
）

〜
五
月
二
日
（
土
）
の
期
間
、

昼
休
み
の
時
間
帯
を
中
心
に
開

催
さ
れ
る
。
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九

八
五
年
）
に
第
一
回
が
開
催
さ

れ
、
今
年
で
二
十
四
回
目
を
迎

え
る
。
今
年
度
は
、「
文
華
人
〜

私
達
、
文
化
の
華
を
咲
か
せ
ま

す
〜
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し

て
、
関
西
大
学
文
化
会
総
勢
二

十
七
団
体
が
よ
り
一
層
の
結
束

を
図
り
、
学
内
外
に
文
化
会
の

日
常
の
活
動
成
果
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
的
に
繰
り
広
げ

る
。メ

イ
ン
会
場
の
「
悠
久
の

庭
」
で
は
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｋ

Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の

公
演
、
凜
風
館
を
使
用
し
て
の

展
示
等
、
団
体
ご
と
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
発
表
が
行
わ
れ
る
。

文
化
会
全
体
の
統
一
企
画
と
し

て
は
、
音
楽
系
団
体
に
よ
る
合

同
演
奏
会
を
は
じ
め
、
伝
統
芸

能
系
団
体
に
よ
る
「
和
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、
文
化
・
芸
術

系
団
体
に
よ
る
合
同
展
示
、「
Ｂ

―

１
（
ぶ
ん
わ
ん
）」
と
銘
打
つ

団
体
間
の
対
戦
企
画
、
豪
華
商

品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

が
開
催
さ
れ
る
。

詳
細
に
関
し
て
は
、
文
化
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会（
誠

之
館
三
号
館
新
館
一
階
文
化
会

本
部
室
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
の

こ
と
。

（
学
生
生
活
課
）

学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入

生
の
歓
迎
と
学
生
ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
振
興
お
よ
び
学
内
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
新
入
生
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
「
関
大
ス
ポ
ー
ツ

を
応
援
し
て
、
関
大
生
を
実
感

し
よ
う
�
」
を
千
里
山
、
高
槻

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
時
開
催
す

る
。千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

体
育
会
の
中
で
も
伝
統
と
高
い

競
技
力
が
あ
り
、
か
つ
学
生
に

も
人
気
が
あ
る
サ
ッ
カ
ー
部
に

よ
る
試
合
（
対
大
阪
学
院
大
学

戦
）
を
四
月
二
日
（
木
）
十
五

時
三
十
分
か
ら
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
す
る
。
ま
た

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
澤
田

亜
紀
さ
ん
（
文
三
）
を
は
じ
め

と
す
る
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の

華
麗
な
演
技
と
、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
に
よ
る
白
熱
の
試
合
を

同
日
十
五
時
か
ら
ア
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
に
お
い
て
行
う
。

５
月
に
は
野
球

さ
ら
に
、五
月
八
日
（
金
）、九

日
（
土
）
に
「
伝
統
の
関
関
戦

を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う

�
」
と
題
し
、
関
西
学
生
野
球

リ
ー
グ
戦
の
対
関
学
戦
（
甲
子

園
）
を
開
催
す
る
ほ
か
、
四
月

か
ら
六
月
に
か
け
て
体
育
会
各

部
の
リ
ー
グ
戦
を
予
定
し
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
声
援
を
送
っ
て

ほ
し
い
。

詳
細
は
、
教
務
セ
ン
タ
ー
、

各
学
舎
オ
フ
ィ
ス
等
窓
口
に
備

え
付
け
の
日
程
表
も
し
く
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp���w
w
w
.k
an

sai�
u
.ac.jp�sp

orts
�

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

迫力あるアイスホッケーの試合

本
学
が
学
生
交
換
協
定
を
締
結
し
て
い
る

大
学
の
う
ち
十
二
大
学
で
一
年
間
留
学
す
る

学
生
を
募
集
す
る
。
つ
い
て
は
、
こ
の
春
募

集
や
認
定
留
学
、特
別
留
学
、
夏
期
海
外
語
学

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
。な
お
、交
換
派
遣
留
学
生
の

募
集
は
春
と
秋
の
年
二
回
実
施
し
て
お
り
、英

語
、中
国
語
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
大
学
は

年
二
回
応
募
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

浮
世
絵
と
い
え
ば
東
洲
斎
写

楽
の
役
者
絵
や
喜
多
川
歌
麿
の

美
人
画
、葛
飾
北
斎
や
歌
川
（
安

藤
）
広
重
の
風
景
画
な
ど
を
思

い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
か
と
思

う
が
、
一
般
的
に
よ
く
名
前
の

知
ら
れ
て
い
る
浮
世
絵
師
の
多

く
は
、
江
戸
で
活
躍
し
た
人
た

ち
で
あ
る
。一
方
、こ
れ
ま
で
脚

光
を
浴
び
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
が
、
上
方
に
お
い
て
も
浮
世

絵
は
盛
ん
に
画
か
れ
、
多
く
の

浮
世
絵
師
を
輩
出
し
て
い
る
。

今
展
示
で
は
、
大
阪
で
活
躍

し
た
浮
世
絵
師
の
な
か
か
ら
長

さ
だ
の
ぶ

谷
川
貞
信
を
取
り
上
げ
、
本
学

図
書
館
に
所
蔵
し
て
い
る
初
代

か
ら
三
代
目
の
作
品
を
展
示
す

る
。
初
代
長
谷
川
貞
信
は
、
文

化
六
（
一
八
〇
九
）
年
に
大
坂

ち
ゃ
き
ん
ふ
く
さ

の
茶
巾
袱
紗
商
を
営
む
家
に

生
ま
れ
る
が
、
絵
が
好
き
で
上

こ
う
ち
ょ
う

田
公

長
に
入
門
、そ
の
後
歌
川

貞
升
に
入
門
し
、
役
者
絵
や
風

景
画
な
ど
を
画
く
。
明
治
十
二

（
一
八
七
九
）
年
没
。
二
代
目

は
、初
代
の
長
男
で
嘉
永
元
（
一

八
四
八
）
年
に
生
ま
れ
、
役
者

絵
・
武
者
絵
・
開
化
絵
な
ど
の

ほ
か
、
い
く
つ
も
の
絵
が
画
か

れ
た
一
枚
の
紙
を
切
り
取
っ
て

き
り
く
み
と
う
ろ
う

た
て

組
み
立
て
る
切
組
灯
篭
や
立

ば
ん版
な
ど
と
呼
ば
れ
る
玩
具
絵
、

商
店
な
ど
の
宣
伝
用
に
用
い
た

現
代
の
チ
ラ
シ
で
あ
る
引
札
の

絵
も
画
い
た
。
ま
た
、
事
件
や

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
を
鮮
や
か

な
色
彩
の
絵
で
表
現
し
、
記
事

を
添
え
た
錦
絵
新
聞
が
明
治
初

期
に
多
く
発
行
さ
れ
た
が
、
こ

の
分
野
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
代
目
貞
信

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
品

を
多
く
残
し
、明
治
四
十
三
（
一

九
一
〇
）
年
六
十
三
歳
で
隠

居
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）

年
、
九
十
三
歳
で
他
界
し
た
。

三
代
目
は
、
二
代
目
貞
信
の
長

男
で
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
に
生
ま
れ
、
芝
居
絵
・
美
人

画
・
風
景
画
や
立
川
文
庫
の
口

絵
な
ど
多
く
の
作
品
を
画
い

た
。
昭
和
三
十
八
（
一
九
六

三
）
年
没
。
八
十
三
歳
。
そ
し

て
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

貞
信
の
名
は
三
代
目
以

降
も
受
け
継
が
れ
、
現

在
、
四
代
目
の
長
女
が

五
代
目
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
。

浮
世
絵
は
、
浮
世
絵
師
の
画

い
た
絵
に
し
た
が
っ
て
彫
師
が

木
版
を
彫
り
、
摺
師
が
木
版
に

彩
色
し
て
紙
に
摺
る
そ
れ
ぞ
れ

の
技
が
結
集
し
て
よ
う
や
く
完

成
す
る
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治

・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
の
貞

信
三
代
の
世
界
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
。

な
お
、
長
谷
川
貞
信
初
代
〜

三
代
の
絵
は
電
子
展
示
と
し
て

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
で
も

公
開
し
て
い
る
。◇

会
期

四
月
一
日
（
水
）
〜
五

月
十
七
日
（
日
）

会
場

展
示
室
（
総
合
図
書
館

一
階
）

※
四
月
二
十
五
日
（
土
）
は
展

示
替
え
の
た
め
休
室（

図
書
館
）

日
時

四
月
二
十
二
日
（
水
）
十
二
時
三
十

分
〜
十
四
時
三
十
分

場
所

ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
（
千
里
山
）、

Ｔ
Ｄ
一
〇
六
教
室
（
高
槻
同
時
中
継
）

詳
細
は
国
際
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp�
��w
w
w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�K

ok
usai

）
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
に
て
通
知
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
部
（
電
話
０６
―

６
３

６
８
―

１
１
７
４
）
ま
で
。

（
国
際
部
）

今
年
も
商
学
部
主
催
の
関
西

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン（
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０
０
９
）

が
開
催
さ
れ
る
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、「
ヒ
ラ
メ
キ
×
行
動
�
Ｋ
Ｕ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
」。
昨
年
同
様
、
高
校
・

大
学
の
部
だ
け
で
な
く
一
般
の

部
も
設
け
、
幅
広
く
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
募
る
。
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

で
は
、
テ
ー
マ
に
縛
ら
れ
な
い

自
由
な
プ
ラ
ン
を
提
案
で
き
る

自
由
応
募
部
門
と
協
賛
企
業
七

社
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
示
さ
れ
た
テ

ー
マ
に
応
募
す
る
テ
ー
マ
部
門

の
二
つ
の
部
門
を
設
け
て
い
る

（
一
般
の
部
は
テ
ー
マ
部
門
の

み
応
募
可
能
）。

本
年
度
は
、
新
聞
社
、
住
宅

事
業
メ
ー
カ
ー
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
も
協
賛
企
業
と
し
て
参
加

し
て
い
る
た
め
、
テ
ー
マ
の
幅

も
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

応
募
期
間
は
、
四
月
一
日

（
水
）
か
ら
六
月
二
十
日

（
土
）
ま
で
で
、
二
段
階
の
審

査
を
通
過
し
た
プ
ラ
ン
は
、
十

月
三
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る

本
選
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に

各
賞
が
決
定
す
る
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.k
u
bic�
k

an
dai.com

�

）
を
参
照
の
こ

と
。

（
商
学
部
）

出願期間
４月１日（水）～６月２６日（金）

留学先
韓国、中国、台湾、メキシコ、エクアドル、オ
ーストラリア、ニュージーランド

選考方法
語学試験（筆記・聴解・口頭）７月１日（水）
※英語は口頭のみ
面接試験（日本語または受験語種）

７月１５日（水）
奨学金
関西大学国際交流助成基金第１種奨学金
（平成２１年度交換派遣留学生は３４人全員に
支給予定）
欧米、豪州、中南米の場合…５０万円
アジア圏の場合…３０万円

「浪花美人」
長谷川貞信（三代目）

○
岐
阜
市
、
岐
阜
市
笑
い
と
感

動
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
局

◆
第
六
回
全
日
本
学
生
落
語
選

手
権
策
伝
大
賞

法
学
部
四
年
次
生

清
水

啓
記

（
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
二

日
）

○
東
京
セ
ン
タ
ー
長

石
山
博

康
著

『
ゆ
っ
た
り
ゆ
っ
く
り
―
ニ
兎

を
得
た
大
学
人
生
―
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
千
四
百
七

十
円
）

○
名
誉
教
授

大
倉
雄
次
郎
著

『
企
業
組
織
再
編
の
会
計
戦
略
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
三
千
六

百
七
十
五
円
）

○
商
学
部
教
授

水
野
一
郎
編

著『
上
海
経
済
圏
と
日
系
企
業
―

そ
の
動
向
と
展
望
―
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
三
千

三
百
六
十
円
）

○
政
策
創
造
学
部
教
授

孝
忠

延
夫
、
政
策
創
造
学
部
教
授

安
武
真
隆
、
法
学
部
教
授

大

津
留
智
恵
子
、
政
策
創
造
学
部

教
授

羽
原
敬
二
編
著

『
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
に
お
け

る
平
和
、安
全
、そ
し
て
安
心
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
三
千
六

百
七
十
五
円
）

○
社
会
学
部
教
授

富
田
英
典

著『
イ
ン
テ
ィ
メ
イ
ト
・
ス
ト
レ

ン
ジ
ャ
�
�
「
匿
名
性
」
と

「
親
密
性
」
を
め
ぐ
る
文
化
社

会
学
的
研
究
―
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
三
千

五
百
七
十
円
）

※
金
額
は
い
ず
れ
も
税
込
み
で

す

２００９
年
度
の
募
集
ス
タ
ー
ト

スス
ポポ
ーー
ツツ
観観
戦戦
でで

関関
大大
生生
をを
実実
感感
しし
よよ
うう
��

関西大学ビジネス
コンペティション

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換
派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派
遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣
留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
のののののののののののののののののののののののの
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

平
成
２２
年
度
、協
定
大
学
へ
１
年
間

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
文
華
人
〜
私
達
、文
化
の
華
を
咲
か
せ
ま
す
〜
」

４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３３３３
日日日日日日日日日日日日日日日日日日
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
５５５５５５５５５５５５５５５５５５
月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２２２２２２２２２２２２２２２２２２
日日日日日日日日日日日日日日日日日日
にににににににににににににににににに
開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催

春

季

特
別
展

「
長
谷
川
貞
信
―
大
阪
の
浮
世
絵
師
―
」

江
戸
後
期
〜
昭
和
の
作
品
を
展
示

４
月
２
日

サッカー部 千里山で対外戦

高槻ではスケート・ホッケー

（６）平成２１年（２００９年）４月１日第 ３６１ 号
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商商商商商商商商商商商商学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部
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社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部

�����������������������
政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策創創創創創創創創創創創創造造造造造造造造造造造造学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部

法法法法法法法法法法法法学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部

�����������������������
文文文文文文文文文文文文学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部

�����������������������
経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部

入学おめでとうございます。大学生として最初の第一歩を歩み始めるあなたに、私たちは新入生
オリエンテーション期間を設け、ガイダンスとサポート、講演会やスポーツ観戦など、さまざまな
歓迎行事を準備しています。大学生になって初心を固めるこの時期に、豊かな出会いを経験し、希
望溢れる学生生活をスタートしてほしいからです。各学部が、あなたのために準備した催しを次に
紹介しますので、積極的に参加してください。 （副学長 芝井 敬司）

同時通訳者が語る貴重な知見
かつて西山千、相馬雪香、村松増美、國弘正雄、

小松達也、そして鳥飼玖美子というそうそうたる同
時通訳者を輩出した日本の同時通訳界において、今
や名実ともに第一人者の地位を占める鶴田知佳子氏
（東京外国語大学教授、本学客員教授）に、長い海
外生活と豊富な同時通訳経験に裏打ちされた貴重な
知見を新入生に披露していただく。オバマ大統領就
任演説のＣＮＮの中継を同時通訳した鶴田氏が語
る、コミュニケーション成立の根幹を占める歴史・
文化・思想に対する鋭い眼差しを感じ取ってほし
い。

【日時】４月１日（水）学部案内終了後
【場所】千里山キャンパス１００周年記念会館ホール
【講師】同時通訳者 鶴田知佳子氏

（関西大学客員教授・東京外国語大学教授）

テレビの嘘を見破れ�
祝「探偵ナイトスクープ ゴールデンタイム進出

�」記念講演。いや間違えました。祝「入学おめで
とう」記念講演。
面白いとはどういう事か。人は何故面白がるのか。

テレビ番組を通して面白いという事を提案してきた
独りの人間として、言わせてもらいたい。嘘をつい
てまで笑わせてどうするのか。巧妙に仕掛けられた
テレビ番組のやらせに対抗すべく、２５年間、ガチンコ
勝負で番組を作り続けてきた立場から、テレビ制作
における嘘を徹底的に検証し、新しい時代のクロス
メディアエンターテインメントのあり方を考える。

【日時】４月２日（木）１３時～１４時３０分
【場所】高槻キャンパスＥ棟情報メディアホール
【講師】関西大学客員教授 谷 雅徳氏

地球時代における新しい「ふるさと」の発見
今、日本は大きな転換期にあります。私たちの暮

らしの仕組み、環境の仕組みを、新たな時代にふさ
わしいものにしていかなければなりません。その一
つの方向が、都市の再生です。魅力のある都市、活
気がある都市、暮らしやすい都市を造っていかなけ
ればなりません。そのような都市は、一体、誰が造
るのでしょうか。私たち、そして君たちです。
１９９５年に起きた阪神・淡路大震災からの復興が、
そのことを教えてくれました。お役所や企業ではな
く、市民が主役になって復興が進んだのです。みな
さんは、その時まだ、小学生にもなっていなかった
と思います。
都市再生の目標の一つは、人びとが訪れてみたい

と思うような魅力のある環境の形成にあります。そ
の第一歩が、私たち自身が、都市を好きになること
です。つまり、都市の魅力づくりは、自分が「ふる
さと」だと思えるような都市を再発見し、好きにな
ることからはじまるのです。
理工系の学問を学んだ人たちは、将来、モノづく

り、環境づくりに関わることになります。都市の再
生にも大きく貢献するようになると思います。その
ような役割がありますから、「つくる」ことにおける
「デザイン」の重要性について、理解して欲しいと
思います。みなさんが大学で何を学ぶべきかへの期
待についても、論じたいと思います。

【日時】４月１日（水）学部案内終了後
【場所】千里山キャンパス中央体育館
【講師】関西大学特任教授・大阪大学名誉教授

鳴海邦碩氏

夢の実現に向けて�変えることへの挑戦
� �

人が行動（考動）するとき、かならず理由があ
り、目的があり、夢がある。大きさや挑戦期間、困
難さはさまざまであるが、その夢の実現に向けて、
人は行動を起こす。逆に言うと、目的や夢があるか
ら人は行動でき、変化できる。
講師の高木美作恵氏は、シャープ（株）において、

品質管理教育を通じて人材開発を行うとともに、さ
まざまな社外活動を通じて、社会貢献を行ってこら
れた。こうした豊富なご経験をもとに、私たちの夢
の実現に向けて、見方や考え方、意識、行動を変え
ることの重要さ、および、それを実現することによ
り柔軟でイノベイティブに生きていくためのヒント
となる内容の講演を予定している。

【日時】４月１日（水）１６時～１７時
【場所】千里山キャンパス第２学舎４号館

ＢＩＧホール１００
【講師】シャープ株式会社 ＣＳ推進本部品質戦略室

人材開発担当 参事（部長職）高木美作恵氏

僕が映画を作るわけ／大学生は社会人のイントロ
崔 洋一氏 映画が発明されて１００年を超えた。映画
の魅力とは。何が僕に映画を作らせているのか。
おそらくいまの日本だろう。映画は社会を、人間
を、心を、そして自分のすべてを映す。僕の映画
を見て、ひとが笑い、泣き、怒り、そして満足し
たとき、僕はもう次の映画のことを考えている。

土井年樹氏 街と流通の関わり―街あきんどと企業
あきんどの違い、文明が文化を駆逐する―日本の
文化の掘り起こし、家族・若者・社会、天満天神
繁昌亭と天神橋筋商店街は運命共同体、産商学に
よる街再生の成功事例町街人について講義予定。

【日時】４月１日（水）入学式終了後
【場所】千里山キャンパス第３学舎
【講師】崔洋一氏（社会学／マス・コミュニケーショ

ン学専攻 Ｄ１０１教室）、土井年樹氏（心理学／
社会システムデザイン専攻 Ａ１０１教室）

キャリアをデザインしよう�
「光陰矢のごとし」。大学生活はあっと言う間に過
ぎて行く。開設３年目を迎える政策創造学部では、
４年間を計画的に設計し、無駄に大学時代を過ごさ
ぬよう、将来を見据えたキャリアデザインができる
ように指針を示している。進路選択に役立つ各種試
験、資格取得や海外留学などについての情報を入学
後の段階から提供している。キャリアセンター、国
際部、リードセンターによる制度説明を聞いて、「関
大生の特権」を余すことなく利用してもらいたい。
このガイダンス以外にも政策創造学部独自の海外英
語研修説明会を４月３日（金）１３時３０分から予定し
ているので、海外留学に興味のある新入生はあわせ
て参加してほしい。

【日時】４月２日（木）１３時３０分～１５時
【場所】千里山キャンパス第１学舎５号館Ｅ４０１教室
【説明】キャリアセンター事務室、国際部およびリー

ドセンター事務室

薬害肝炎訴訟を通じて伝えたいこと
５年余りの裁判闘争の末、昨年１月に議員立法「薬
害肝炎被害救済特別措置法」が全会一致で成立し、
被告の国・企業との基本合意を締結した。その後
も、薬害肝炎原告団の最終目標である「薬害根絶」
と「肝炎総合対策」の実現に向けて、さらに活動を
続けている。３５０万人いると推計されるウィルス性肝
炎患者の代弁者として。そして、未来を担う若者を
被害者にも加害者にもしないために。

【日時】４月２日（木）１３時３０分～１５時
【場所】千里山キャンパス第１学舎１号館千里ホール
【講師】薬害肝炎全国原告団代表 山口美智子氏

※講義後半に次の講演を予定している。
講師：大阪弁護士会所属・薬害肝炎訴訟

大阪弁護団 加藤高志氏
演題：「関西大学法学部新入生諸君へ―薬

害エイズ、薬害肝炎などの裁判をも
踏まえて」

自分を育てるために
自分をどのように育てるか、新入生に最適のテー

マで、読売新聞東京本社老川祥一社長を招き、講演
会を開催する。以下、講師による講演概要である。
ケータイやネットの普及に伴い、本や新聞を読ま

ない若者が増えている。明確な目標を持てず進路選
択に失敗するケースも多い。情報やモノがあふれる
現代社会にあって、努力して学ぶことの大切さが見
失われているように思える。「自分」や「個性」
は、他者や社会との相互作用を通じて形成される。
読書を通じて、また友人との交わりを通じて、人間
および社会を知り、自分で自分を育てることの大切
さを、私自身の新聞記者体験やメディア論の視点を
踏まえ、フレッシュな新入生に語りたい。

【日時】４月２日（木）１０時～１１時３０分
【場所】千里山キャンパス第１学舎１号館千里ホール
【講師】読売新聞東京本社代表取締役社長

老川祥一氏

すべての人が誇りを持って生きられる社会に
竹中ナミさん（ナミねぇ）は、ハンディキャップ

を持つ人を障がい者ととらえず、神様から挑戦すべ
きことを与えられた人、「チャレンジド」と呼ぶ。そ
して、今のＩＣＴ技術を活用し在宅就労すれば、「チ
ャレンジド」も納税者になれると考えている。「チャ
レンジド」が、全ての人が、それぞれの役割を持
ち、誇りを持って生き生きと暮らすことのできるユ
ニバーサル社会実現のため、活動を続けている。
今、世の中は不景気な話であふれているが、ナミ

ねぇはいつもとても元気だ。大学生活のスタート
に、ナミねぇの話から広い視野と生きる活力をたっ
ぷりと学び取ってほしい。

【日時】４月２日（木）１３時～１４時
【場所】千里山キャンパス第２学舎４号館

ＢＩＧホール１００
【講師】社会福祉法人プロップ・ステーション

理事長 竹中ナミ氏
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企画・編集：学生広報スタッフ�
上窪太貴（政策3）、小森まゆこ（平成21年社会学部卒）、�
菅原直亮（情2）、高野早智（文4）�

4月になると、何か新しいことを始めたい気持ちに駆り立てら
れる。だけど具体的には何をしたらいいのか分からない、と悩
む人も多いのではないだろうか。�
あまり知られていないが、関西大学にはサークル活動以外に
もキャンパスライフを充実させてくれる仕掛けがいっぱいある。�
今回は、キャンパスを中心に活動できる課外活動を特集し、
活動内容や応募方法を紹介する。�

　各学舎にある授業支援ステーションで、
授業に必要な機器の設置や、出席票の
配布・整理（データ入力）など授業運営の
サポートを行うアルバイト。詳細は、事前
説明会で聞くことができる。第1学舎勤務
の田嶌良平さん（文学研究科修了）にSAの
やりがいについて聞いた。�
　「SAはステーションの“顔”となるので責任は
大きいですが、それが仕事のモチベーションを高めてくれます。先生を相手に仕
事をすることが多いので、対応の仕方などでマナーも身についてくると思います」。�
　ステーションに来た人への挨拶が基本。大事なのは元気に対応していくことだ。�

募集対象：全学部生、大学院生�
募集時期：年2回（次回、秋期募集は7月中旬の予定）�
定　　員：約180人�
応募方法：インフォメーションシステムの「お知らせ」に掲載�

　SWInGは、政策創造学部のウェ
ブサイト内「学生のページ」におい
て、学生生活や、政策創造学部に
関することなどの多彩な情報を提
供している。情報提供は、主に受験
生に向けてのものであり、学生の
生の声を通して受験生を支援して
いくことを目的としている。�
　今までの主な活動は、ゼミや下宿に関する特集や、政策創造学部祭典実行委
員が実施するイベントの取材などで、情報提供の過程には、企画・取材・編集な
どがある。受験生の支援や、学部のウェブサイト内に活動の跡を残すことがで
きるという点で、とてもやりがいがある。SWInGのメンバーは、現在10人で、同
じ学部生同士の集まりということもあり、アットホームな雰囲気が特徴。�

募集対象：政策創造学部生�
問い合わせ：千里山キャンパス 岩崎記念館オフィス�
参考URL：http://www.kansai-u.ac.jp/Fc_policy/students/index.html

　メディア・クリエイティヴ・サポーターは、
総合情報学部の映像実習でのサポートを中
心に活動を行っている。現在の人数は17人。
日常のサポートは授業のSAや機材のマニュアル
作りなどだ。�
　そのほかにも、毎年5月に行われる高槻キャン
パス祭でのイベントや「MediFes（メディフェス）」とい
う実習授業で製作した作品の発表会の企画ならびに
運営も行った。さらに昨年は3分間のドラマを製作し、
学外の映像祭に参加した。この時、作品製作という
形で達成感を得ることができたという。実習授業の
支援にとどまらず、映像関係のことなら多様に取り組む団体である。 �

募集対象：総合情報学部生�
問い合わせ：高槻キャンパスC棟実習準備室�

募集対象：学部1・2年次生のみ　　�
問い合わせ：千里山キャンパス 凜風館1階ボランティアセンター�
参考URL：http://www.kansai-u.ac.jp/volunteer/

　関大生にボランティアを身近に感じて
ほしい。これをテーマに活動しているのが
ボランティアセンター学生スタッフである。
図書館での本の落書き消しや市民団体と
共同で行う淀川河川敷掃除など、募集を
見て集まった学生と一緒に行っている。�
　そのほかにもボランティアサークルと
の共同展示会、また昨年の学園祭では
ECOをテーマに展示・体験のブースを出
した。スタッフの梅
田麻菜さん（社2）は
「ボランティア活動
を通してやり遂げた
という気持ちを得る
ことができた」と語っ
てくれた。�

　広報スタッフならではの感動は、自分が担当した記事が紙

面になる時に味わえる。新入生を始め、関大生のみなさんの

中で「文章を書くのが好き」「カメラが得意である」など得意な

分野を活かしてみませんか。募集については、今後インフォメー

ションシステムでお知らせする予定。�

企 画�
　発行月に合わせて、26人全員でテーマを決
める。テーマが決まれば、チームに分かれて記
事の具体的な内容や、誰にどのように取材をす
るかの詳細や担当を決めていく。実現できるか
分からなくても、あれを
したい、これをしたい
と夢を持って話をする
ことができるのが、企
画ならではの楽しみだ。�

取 材�
　記事の出来を左右する大切な取材。ア
ポをとることからスタートし、限られた
取材時間を有効に使うために下調べも
欠かせない。取材では、普段行かないよ
うな場所に行ったり、
初対面の人にイン
タビューしたりと、
視野を広げるきっ
かけとなる。�

執筆・完成�
　執筆作業では、何をどう書けばいいのかと
頭を抱える。文字数を考えながら記事を書く
のは難しいけれど、上手く文章にできたとき
にやりがいを感じる広報スタッフも多い。�
　書いた記事をまとめて、間違いがないか校正を
して完成になる。�

『関西大学通信』の最終ページ（この紙面です！）を作ることが、主な活動である。�
以下の手順で学生が楽しめる紙面を作っていく。�

SW IｎG：スウィン
グ�

授業支援SA：
スチューデント・ア

シスタント�

MCS：メディア・クリ
エイティヴ・サポー

ター�

ボランティアセン
ター学生スタッフ

�

　2月1日に行われた淀川掃除ボ
ランティアは、寒い中30人を超え
る学生が集まり、ボランティアセン
ター学生スタッフと一緒に清掃活
動を行った。河川敷は思っていた
以上にごみが落ちていて、中には
冷蔵庫といった大型ごみまで捨て
られていた。1時間ほど清掃を行い
きれいになった河川敷を見て晴れ
やかな気持ちになることができた。�

　ピア・サポートとは、｢仲間同士の助け合い｣
を意味するもので、ピア・コミュニティのスタッ
フが学生の必要としている支援に対し、学生

の力を注入し、学生同士の助け合いを促進することを目的とした活動である。�
　例えば、スポーツなどのイベントを通じた交流の場の提供や留学生支援など
がある。関大生が何を求めていて、それに対して、スタッフは何ができるのかを
考えていくのは、大変な反面、とてもやりがいがある。詳しくは、学生センター
が発行している、ニューズレター『ぴあかんず』4月号を参照してほしい。�

募集対象：全学部生、大学院生�
募集時期：随時�
問い合わせ：学生生活課�
参考URL：http://www.kansai-u.ac.jp/gakusei/gp/

ピア・コミュニテ
ィ�

学生広報スタッ
フ�

キャリアセンタ
ー学生スタッフ

�

広報スタッフ取材レポート�

一緒に『関大通信』を�
盛り上げよう！�

　問い合わせ：広報課�

▲
�
▲
�
▲
�
▲
�
▲
�
▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�
▲
�

業務用カメラも使
うことができる�

　キャリアセンターが
毎年11～12月に開催
する業界研究会と、1月

末から2月上旬にかけて開催する企業説明会では、数多くの学生ボランティア
スタッフが協力している。これがキャリアセンターの学生スタッフだ。主な活動
内容は企業の採用担当者の接待、企業説明会の司会や各種資料の配布など。�

募集対象：次年度の募集時期等については、現在のところ未定（2・3年次生が対象となる予定）�
問い合わせ：キャリアセンター�

平成２１年（２００９年）４月１日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
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�編集後記�
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